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浪合後 長の幌歌

番壊高宗墓石騰位華告祭が行われた上蔵弾正林

「口絵 香坂高宗への贈位書」 (伊那 2025.9月 号、北村尚幸著 )



口

絵

解

説
香
坂
高
黎

へ
の
贈
位
書

香
坂
高
宗
は
南
北
朝
時
代
に
大
鹿
村
大
何
原
か
ら
中
川
村
大
草

「
帯
を
治
め
て
い
た
武
将
で
、
後
醍
醐
天
皇
第
八
塁
子
宗
良
親
王

を
守
護
し
た
功
績
に
よ
り
、
大
正
天
皇
即
位
の
大
典
の
大
正
田
年

十

一
月
十
日
、
高
宗
に
特
旨
を
も
っ
て
従
四
位
が
贈
ら
れ
て
い
る
．

（高
宗
の
後
裔
遺
族
は
不
詳
の
た
め
、
位
記
等
贈
位
書
は
大
鹿
村

役
場
に
保
管
さ
れ
て
い
る
）

番
坂
氏
は
佐
久
地
方
を
治
め
て
い
た
滋
野
氏
の

一
族
で
あ
る
が

高
宗
の
藤
譜
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
し
か
し
、
南
北
朝

の
こ
ろ
宗
良
親
五
が
信
濃
に
入
る
や
大
河
原
城
主
番
坂
高
宗
は
こ

の
地
に
迎
え
入
れ
、
釜
沢
の
奥
地
を
安
住
の
地
と
定
め
大
河
原
の

要
害
に
よ
り
親
工
を
守
護
し
て
鶯
く
忠
誠
を
尽
く
し
た
こ
と
は
明

泊
な
事
実
で
あ
る
。
親
Ｉ
の
歌
集

「李
一焦
置

の
詞
書
に
は

「信

機
国
大
河
原
と
い
ふ
探
山
に
籠
り
て
年
月
の
み
送
り
侍
り
し
に
さ

ら
に
綺
つ
と
ま
つ
へ
き
期
も
な
け
れ
ば
番
板
高
宗
な
と
か
朝
夕
の

霜
雪
を
払
ふ
忠
節
も
そ
の
あ
と
な
か
ら
ん
事
さ

へ
か
た
は
ら
い
た

く
」
と
あ
り
、
高
宗
が
続
王
に
赤
誡
を
尽
く
し
ぬ
い
た
事
実
を
明

確
に
示
す
資
料
と
な

っ
て
い
る
。

大
典
の
翌
大
正
五
年
十
月
十
五
日
に
は
贈
位
奉
告
祭
が
大
河
原

上
蔵
弾
正
林
の
香
板
高
宗
墓
所
に
お
い
て
執
行
さ
れ
て
い
る
中

当
日
は
村
内
の
二
名
の
神
官
に
よ
る
神
事
に
よ
い
で
、
長
野
県

知
事
代
理
上
原
理
事
官
が
伝
達
書
を
朗
読
し
、
贈
位
御
炒
汰
書
を

墓
前
に
供
し
た
。

当
日
参
列
し
た
主
だ

っ
た
人
々
は
、
石
川
下
伊
那
部
長

・
岡
田

郡
警
龍

‘
横
山
巡
査
部
長

・
そ
の
他
麟
村
各
村
長
、
村
内
は
村
長

は
じ
め
各
団
体
長

・
地
元
関
係
者
考
れ
に
小
学
校
児
童
生
徒
代
表

な
ど
で
あ
っ
た
が
，
特
に
飯
田
の
各
小
学
校

‘
喬
本
小
学
校
か
ら

は
児
童
代
表
が
参
列
し
て
い
る
．
大
鹿
村
誌
の
記
述
に
よ
る
と
、

こ
の
日
は
秋
晴
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
全
山
紅
葉
を
帯
び
弾
正
林
の

老
松
枝
も
鳴
ら
さ
ぬ
中
、
購
位
奉
告
祭
は
粛
々
と
執
り
行
わ
れ
た

と
あ
る
。

中
に
浪
合
村
長
と
浪
合
村
発
翁
院
住
職
の
参
列
が
あ
り
祝
辞
と

祝
歌
の
奉
典
が
さ
れ
て
い
る
が
、
宗
良
親
王
の

一
子
ヂ
良
親
Ｉ
め

嘉
去
の
地
が
浪
合
で
あ
り
芦
良
親
工
の
墓
所
は
明
治
十
四
年
に
は

宮
内
庁
管
轄
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
浪
合
村

（現
阿
智
村
）
が
宗

良
親
王
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

機
日
談
で
は
あ
る
が
、
建
武
中
興
六
百
年
記
念
事
業
と
し
て
昭

和
十
年
大
河
原
城
址
に
、
地
元
有
志
が
発
起
人
と
な
っ
て
石
碑
が

建
立
さ
れ
て
い
場
。
碑
文
は
市
村
成
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
機
に
高
宗
を
祀
る
書
坂
神
社
の
建
立
の
機
運
は
高
ま
っ
た

が
、
建
設
に
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（大
鹿
村
教
育
委
員
会
　
北
村
潜
幸
）


